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内 部 卓 話
「四国お遍路に参加して」 岡　村　秀　男  会員
　今年は四国お遍路を私は5回目を回り始めおり、始めてから約7年かかっています。最初案内
してくれた先達さんが、一回目は先祖のため、二回目は家族のため、三回目は自分のため。その
時はその様なことかと思った。その後は私にとってはお遍路は心の癒しの旅と、半分は四国病
にかかっています。私にとって癒しとは、自然の中で仏の教えを読む事で、気持ちが落ち着き、これがおおらかな人
生だ、それが四国病と言うのでしょうか。重病人になるかもしれません。またお遍路と言う言葉を使用しているのは
日本の四国のみで、日本や世界にもいくつもの聖地をめぐる旅はありますが、「巡礼」「巡拝」と言っており、西国・坂
東・秩父・九州 等。また、世界を見てもお遍路の言葉は使っていない。徳島大学や愛媛大学の先生に会う機会が
あり、また、先達さんに聞いてもはっきり納得いく答えが返って来ない。また、四国八十八か所のお寺をどのように決
めたか。江戸時代に決めたらしく、詰めて話を聞くと分からない事が多い。他に、四国別格20霊場のお寺がありま
すが、その寺のほうが大きい寺が多いと聞いています。徳島の現在の第一札所 霊山寺に空海が815年 国家安
泰、五穀豊穣のため天皇の命を受けて来られて以来1200年、2015年に、四国霊場開創1200祭が行われた。お
遍路に参加していると、いろいろルールがありますが、基本的に弘法大師と共に歩く【同行二人】の考えです。で
は、何故私がお遍路を始めたかと言うと、約30年前に会社代表者になってから、職員に対し自分では思っていな
かったのですが、パワハラ的発言で心を傷つけたとの思いが心の片隅に強く残っており、今までもあります。なぜ
なら、企業が赤字になれば個人の全てを無くする。従って言いたくない事でも言わなければ、平成年度になる前、
昭和63年バブル崩壊前、株価日経ダウ ¥39,000 まで上がり、景気は良い時期でもあり、土地も買えば値上がり、
間違い無い時期で、突然に岡山支店の責任者に、分社独立代表取締役の要請があり、当時、岡山支店で年間
18億の商いが有り、その時まで責任者は立場上、売上利益が大きく落ちないようにがんばれば良く、集金したお
金は本社に送金。従って銀行との接触はほとんど無い状態でしたが、会社代表になると人間関係の付き合いが
全く変ってきまして、特に銀行は、今でも忘れられない事ですが、スーパー銀行住友銀行がメイン銀行で、柳川の
交差点にありました。取引で相談にいくと、独立にあたり資金は必要なだけ用意はもちろん出します。心配しなくて
良いです。非常に穏やかに気持ちよく返事を頂き、大変簡単に思い、何も心配することがなかった。しかしいざ必
要になり、再度交渉に行きますと、全く状況が違うのに気が付きました。まず事業計画書。それは分かりますが、次
に個人財産の有無と担保、生命保険加入に、親会社代表者の個人保証。その時の銀行の厳しさに、つくづく思
い知らされ恐ろしく思った。本心は付き合いしたくない。情報はいろいろ提供してくれますが、現実の付き合いが始
まると、「真綿でくびを絞める感じで攻めて来るな、従って銀行に出来るだけ頼らない経営を考えなければ」と思い、
そのあと地方銀行に行き、大変助けもらいました。有難く感謝しています。預金はスーパー、借りは地銀へとの考え
で、資金繰りを考えると“銀行に出来るだけ頼らない経営”得意先より早くお金を頂き、メーカー・仕入先には一日で
も遅く支払させていただこうと考え、また企業は、得意先には信用が最も大切で、リピーター客をより多く“誠実に対
応 信用を儲ける”これが会社の社是です。また松下幸之助の書籍を読み、「社員は現場で働くリーダーとして、一
定の利益が無いことは “罪悪”だ」この考えが最も大切と徹底させ、あるいは社内会議でも必要としたのは、一般
管理費の中身開示分析をしたこと。社員全てに公開し理解してもらう。代表者の給与、交際費も開示し、ベースを
考え理解がないと何事も社員全ての信用が得られないと。今考えると都市銀行との交渉が自分の性格を変えた
と思う。 その後無我夢中で働き、その時パワハラ的発言が多々あったと思います。労働基準監督署に言えないと
思う。企業が軌道に乗って来た時、職員に申し分けないと感じる日々 があり、当時はよく働いたと思い、早く現役を
引きたいとの思いが強かった。それからは引いた後どのようにすれば健康で人生を楽しむことが出来るかを、自分
のテーマと考えていた。実の姉が写経を続けていて、当時約2000枚近く書いており、自分も書けるのではと思い、
書き始め、その時は内容がよく理解出来ないながら書き、書籍を買いもとめ実際に書いていると何となく落ち着い
て書くことが出来る。今現在、7年間で2286枚書いて、日付・枚数を記入しており、手を抜くことが出来なく、自分を
縛って毎日書く様に心がけております。全てお遍路でお寺におさめております。お寺参りにはいろいろルールがあり
ますが、他のお参りするお遍路さんに迷惑にならないように心がけることが大切で、最近は外国人が大変増えて
きている。一昨年のデータでは250名、1400㎞歩き、遍路で50～60日かけて四国を巡る。理由を聞けば【特に自分
を見つめ直すため】と話される方が多いと聞きます。空海「四国遍路」の書籍も沢山出ていますので、関心を向け
て下さい。

「地域の生活者に寄り添う小売りが最後の勝利者となる」 野　田　洋　市  会員
⒈1989年にベルリンの壁が崩れる。日本の城、万里の長城、中近東の城塞都市とは異なり、防御で
なく「 人が出ていく事を阻む 」為の最初で最後のバリアとなった。歴史上、稀有な事例である。

⒉流通に於いても似た構図があった。規制と規制緩和である。それまでは百貨店の出店は許
可制であったが、戦後に新たに誕生したスーパーの出店を規制する仕組みはなく、中小の小
売店保護の為にスーパーの出店も許可制にするよう通産省（今の経済産業省）に強く求められた。

⒊その結果、1974年には中小小売店の保護を踏まえて（第１種は3000㎥、第２種は500㎡）を超える出店を規制し
地域の商業者と有識者で組織する商業活道調整協議会の事前審査を経ることとなり攻守の立場の違いから
攻めぎ合いの様相になった。（参入する側と守り阻む側）

⒋折しも米国による規制緩和への外圧があり（トイザラスが発端）また80年代にはモータリゼイション（車社会）が
進み商圏は拡大し郊外化も進んだ結果、中小小売店や商店街は地盤沈下し特色を失っていった。

⒌その後も大店法の運用の適正化を巡り改正が続くが流通の近代化の中で中小小売は存在意義は薄れていく。
⒍2012年に大店法は正式に廃止となるが2004年にはすでに大型店の出店は事実上、自由化となる。全国的に
客を奪われた中小の小売は苦戦し商店街はシャッター通り化が進み中心市街地の空洞化が問題となる。

⒎大店法の歴史は残念乍ら消費者が不在であり結果的には出店の自由化でオーバーストアのために過当競争
を招く結果となっている。

⒏郊外の大型店が地域の雇用を担う一方、地域の中小の小売店や商店街も地域密着の木目の細かいサービス
で復活の道を模索し始めている。その間も海外からの黒船組のカルフール、テスコ、等々は必ずしも日本人の
木目の細かい消費ニーズは掴めず、人口増加が望めない中での撤退が続いている。（ウオルマートが買収した
西友がどうなるのか）

⒐ 小規模小売店、商店街を保護する目的で 生まれ結果としてその競争力を奪ったのは事実でありますがこのこ
とを踏まえて1998年以降は大型ショッピングセンターや大型店と地域社会の融合を目指して「まちつくり３法」が
施行された。都市計画法、 中心市街地活性化法、新大型立地法です。
10.まちつくり三法は運営の主体が都道府県や政令都市であり大型店出店に対し周辺の道路整備、駐車場駐
輪上の整備、騒音、渋滞等々の環境整備が中心となっている。大店法が経済規制であったことに対し社会規
制への転換が すすんできたと言える。
11.今、食品流通は人口が増えない少子高齢化の中でのメーカーサイドのオーバープロダクト（生産過剰）とオー
バーストア（店舗の過剰）と業態間の過当競争激化（DS，ドラッグストア，CVS等々）10月に直面する消費増税と
複雑な軽減税率とその為のシステム対応に揺らいでいる。
12.災害や人手不足、環境問題を受けて持続可能な仕組み作りを通じてそれでもなお地域に密着し消費者、生
活者に寄り添い、課題解決が出来る小売が生き残る。買い物弱者に社会インフラとして貢献できる。
人口問題の課題
日本の人口は少子化で既にピークアウトだが世界の人口は増加している。特に途上国の増加が著しい。既に 
74億人、そして、2050年には90憶人との予測がなされている。日本の食料自給率はカロリーベースでわずかに
38%に過ぎず、今や日本は世界最大の食料輸入国である。
食料に対する世界の需要は増え続き漁業（魚）や畜産用飼料の争奪戦が起こっている。（飼料の買い負けが
発生）因みに家畜の肉を1㎏増やす為の飼料の量は標準的に鶏は2㎏、豚は4㎏、牛は8㎏である。
ミールソリューション
食品売り場に於ける大きな変化
女性の社会進出や高齢化の進行で中食が伸びている。（惣菜の伸びが顕著）
技術の進化で低温（冷食、チルド）が伸びてきた。
家庭内での調理時間の短縮で加工食品がやや伸び悩んでいる。
　（１世代変わる毎にクッキング時間は半分になっていく。）
良いスーパーの条件
豊富な品揃え、鮮度管理、明るい店内（雰囲気）、季節感、高品質サービス、低価格（同価格）小
さなイベントが多い。トイレがきれい。サービスがある。 
　① 野菜が良いと毎日、お客が来る。
　② 魚が良いと広範囲でお客が来る。

出席の状況　
会員数　51名（内出席免除者　０名）　出席者数　39名（内出席免除者出席　０名）　欠席者数　12名
出席率　76.47％　　前々回訂正　88.24％　　　　
欠席者　藤木，福元，加戸，鴨井，児島，小菅，森本，森永，大賀，丹治，槌田，山田

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　大型連休も終わり、本日は令和時代最初の例会となります。令和の出典である万葉
集の人気も高まっているようですが、ロータリアンの中にも万葉集に造詣の深い人は
大勢おられることでしょう。例えば、九州にある大分城西ロータリークラブのホーム
ページには、万葉50首の紹介があります。
　これは、大分大学教育学部教授で特に万葉集研究で知られた故佐々木均太郎（ささき　きんたろ
う）氏が、会長報告で話されたものを紹介したとのこと。平成9年5月21日の例会では、「令和」ゆか
りの人物である大伴旅人が瀬戸内海の鞆の浦で詠んだ歌を紹介しています。
　吾妹子（わぎもこ）が見し鞆の浦の天木番樹（むろのき）は

　常世（とこよ）に有れど見し人ぞなき　
　「わが妻が私と一緒に見た鞆の浦のムロの木は今も変わらずにあるが見た妻はもはやいない」とい
う意味だそうです。
　「旅人が九州都の長官として太宰府に赴任していったのは神亀（じんき）4年（727年）の12月、妻
も同伴してこの鞆の浦で長寿の木といわれるムロの木を眺めて、お互いに長生きしましょうと言いか
わしました。それが、翌年の初夏のころ妻は太宰府の長官館で亡くなりました。3年後の今、再びこ
の鞆の浦のムロの木を見た旅人の哀感がしみじみと伝わってくるような歌ではありませんか。ムロの
木は、ひの木科の常緑高木、高さ10メートルにもなり、長寿をつかさどる神の木といわれていま
す。」という解説を記しておられます。どの解説もわかりやすく、造詣の深さがしのばれます。北西
ロータリークラブ歴史同好会の皆様も10月に太宰府を訪れる計画をされています。どうぞ万葉を楽し
んでください。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 5月のロータリーレートは１ドル=112円です。
② ガバナー月信Vol.11、ロータリーの友５月号を配付しております。
③ 4月22日例会後の「子どもシェルターモモとの合同清掃活動」には多数の皆様にご参
加いただきありがとうございました。

④ 本日例会終了後13：40より、3F「ルビーの間」において「第11回理事役員会」を開催いたしますので、理
事役員の皆様はご出席ください。

⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。

スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 令和最初の例会ご出席ありがとうございます。感謝してスマイルいたします。

岡村秀男会員、野田洋一会員、本日のスピーチ楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。
西岡会員 : 昨日出雲まで財団、会員増強の研修に参加しました。山下次期会長・小松会員・樋口会員お疲れ様

でした。
山下会員 : 昨日は出雲で増強R財団勉強会に出席しました。西岡次期幹事、車を出して頂きありがとうございました。

土曜日、池上彰講演会参加しました。西南RC50周年事業でした。こんなやり方もあるんだなと感じました。
岡大医学部ボート部新歓コンパに出席しました。13人新入して総員53名、北西クラブ並です。名前覚
えられません。

橘高会員 : 4月22日の子どもシェルターモモさんとの共同清掃活動に御参加頂きました会員の方々、暑い中での
清掃となり大変でしたが、大変お世話になりました。

氏房会員 : 新天皇ご即位と新元号「令和」を祝してスマイルします。
小松原会員 : 「令和」を祝して、そして大饗会員のご快復と西岡会員と笠原会員のご退院を祝して。令和最初

の本日は少し賑やかな例会になりました。ありがとうございました。
日笠（伸）会員 : 皆様にとりまして「令和」の時代がスマイル多き時代となりますことを祈念して、スマイルさせてい

ただきます。
大饗会員 : 1月25日にお風呂で意識がなくなり明朝10時30分頃に発見され市民病院では生存はほとんど無理

（10％位の可能性）と判断され、人口呼吸器に繋がれ、奇跡的に何の後遺症も残らず、順調に回復し
て今日に至りました。突然のことでご連絡が遅くなり申し訳ありません。
先週きれいな花束をいただきましてありがとうございました。回復途上の私に勇気を与えてくれました。

平松会員 : 先日は結婚記念日の花束をありがとうございました。素敵な花束をいただく度に人生を振り返り思い
を心に秘めています。

川本会員 : 本日、妻の誕生日です。
堀川会員 : 4月23日に9人目の孫が産まれました。おかげで連休はどこにも行かず長年懸案の家の片づけができ

ました。
笠原会員 : しばらくお休みしましたのでスマイルします。
 12件 51,200円（累計 1,593,494円）

2018-2019年度国際ロータリー2690地区 第 8・第9 グループ合同  INTERCITY MEETING
日時： 2019年4月20日㈯　　　場所：ベルフォーレ津山　ザ・シロヤマテラス津山別邸
主　　幹：津山西RC・岡山東RC
特別公演；ポリオの状況はどこまで改善したのか？
講　　師：国際ロータリーエンドポリオナウ　コーディネター　松本　祐二
記念公演：台湾ロータリーの現状
講　　師：国際ロータリー第 3 4 8 1 地区パストガバナー　陳　中統
事例活動報告：輝くロータリーを目指そう
　備前RC　津山RC　後楽園RC　真庭RC　赤磐RC
懇 親 会：ザ・ シロヤマテタス津山別邸

子どもシェルターモモとの合同清掃活動 社会奉仕委員長　橘　高　正　剛
　4月22日㈪14：00より特定非営利活動法人子どもシェルターモモと高島屋周辺での合同清掃活動を
実施しました。

歴史同好会第22回定例会 歴史同好会幹事　岡　本　和　夫
　４月１６日㈫平成最後となる第２２回定例会を「WASUKE」で開催した。１８名の会員が集まり、記念撮影後、岩
本会長の挨拶、岡村会員の乾杯の音頭で始まった。今回は森永会員から「琉球王国の歴史」と題してお話をして
いただいた。１４～１５世紀初期に鼎立し覇を競った北山（国頭）、中山（中頭）、南山（島尻）の三山の時代に、沖縄
島とその周辺の島 に々は二百数十に上るグスク（城郭）が築かれた。代表的な今帰仁城跡、座喜味城跡、中城城
跡、勝連城跡の景観・特徴をスライドと小冊子で説明された。１４２９年首里城に拠る第一尚氏の手で三山の統一
が達成されると、首里城と那覇港を基軸とする交易は、琉明朝貢貿易をはじめシャム、マラッカ、安南国などとも活発
になされていった。
　１８７９年の琉球処分（沖縄県設置）、１９４５年敗戦により米国による統治が開始され、１９５２年には琉球政府設
立、１９７２年沖縄返還、２０００年には先進国首脳会議開催と二千円紙幣発行、さらに「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」として世界遺産に登録された。本土に住む我 に々とって歴史の授業でも触れられることの少なかった琉
球・沖縄の歴史であった。広大な海域に存在するが故の
アプローチの困難さ、琉球語に対する理解の困難さや長
い米国統治による異国感情などに起因していると思われ
る。この機会にさらに沖縄の歴史を理解し、友好の輪が広
がることを願う。森永会員に改めて謝意を表し、またの機
会に講演をお願いしたいと思う。
　令和の時代に入る第23回定例会からは、岩本会長・堀
川幹事の新体制のもとに、さらなる歴史同好会の発展が
期待される。今後ともご協力とご参加をお願いします。　

野球同好会報告 野球同好会  監督　笠　原　英　司
　4月27日からいよいよ香川リ ーグが始まりました。初戦が開幕戦ということで、 岡本浩三名誉監
督が始球式を行いました。試合は丸亀RCと対戦し4回まで劣勢でしたが、5回に打線が繋がり大
逆転しそのまま逃げ切り見事、 初戦を見事勝利できました。
　この香川リーグでは高松市軟式野球連盟から毎試合、審判が2名付き、試合で活躍した人
（MVP）が審判の判断で選ばれ、ささやかなお土産が贈られるという粋な計らいをされており、初戦ではそれほど
活躍したわけではない槌田会員が選ばれ「さよなら平成」と書かれたTシャツが贈られました。また、試合終了後は
丸亀RCの皆さんと食事をしながら親睦を深めました。
　5月12日は観音寺RCと対戦しました。初回に猛攻で4点先制しましたが、その後は守備の乱れもあり逆転されて
からは打線も繋がらず5-7で惜敗しました。
　なお、香川リーグの日程や試合結果などの詳細は『高松市軟式野球連盟』のホームページに写真付きで掲載さ
れておりますので、「香川RC野球同好会」で検索してください。
　5月7日㈫に仲田会員と日笠伸之会員で岡山北RCの例会に応援要請のためにメークアップに行ってまいりました。
岡山北RCは野球同好会の立ち上げに前向きであったため、岡山県内のRCに野球同好会を増やし野球を通じて
全体を盛り上げていこうと呼びかけてまいりました。
　ついに全国大会の日程が決まりました。今後の日程は次の通りです。今後とも野球同好会へのご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。
日程表

５月20日
外部卓話
「樹木医の仕事について」
株式会社 山都屋
　樹木医　魚井 聖一  様

５月27日
内部卓話　

相原  利行  会員



内 部 卓 話
「四国お遍路に参加して」 岡　村　秀　男  会員
　今年は四国お遍路を私は5回目を回り始めおり、始めてから約7年かかっています。最初案内
してくれた先達さんが、一回目は先祖のため、二回目は家族のため、三回目は自分のため。その
時はその様なことかと思った。その後は私にとってはお遍路は心の癒しの旅と、半分は四国病
にかかっています。私にとって癒しとは、自然の中で仏の教えを読む事で、気持ちが落ち着き、これがおおらかな人
生だ、それが四国病と言うのでしょうか。重病人になるかもしれません。またお遍路と言う言葉を使用しているのは
日本の四国のみで、日本や世界にもいくつもの聖地をめぐる旅はありますが、「巡礼」「巡拝」と言っており、西国・坂
東・秩父・九州 等。また、世界を見てもお遍路の言葉は使っていない。徳島大学や愛媛大学の先生に会う機会が
あり、また、先達さんに聞いてもはっきり納得いく答えが返って来ない。また、四国八十八か所のお寺をどのように決
めたか。江戸時代に決めたらしく、詰めて話を聞くと分からない事が多い。他に、四国別格20霊場のお寺がありま
すが、その寺のほうが大きい寺が多いと聞いています。徳島の現在の第一札所 霊山寺に空海が815年 国家安
泰、五穀豊穣のため天皇の命を受けて来られて以来1200年、2015年に、四国霊場開創1200祭が行われた。お
遍路に参加していると、いろいろルールがありますが、基本的に弘法大師と共に歩く【同行二人】の考えです。で
は、何故私がお遍路を始めたかと言うと、約30年前に会社代表者になってから、職員に対し自分では思っていな
かったのですが、パワハラ的発言で心を傷つけたとの思いが心の片隅に強く残っており、今までもあります。なぜ
なら、企業が赤字になれば個人の全てを無くする。従って言いたくない事でも言わなければ、平成年度になる前、
昭和63年バブル崩壊前、株価日経ダウ ¥39,000 まで上がり、景気は良い時期でもあり、土地も買えば値上がり、
間違い無い時期で、突然に岡山支店の責任者に、分社独立代表取締役の要請があり、当時、岡山支店で年間
18億の商いが有り、その時まで責任者は立場上、売上利益が大きく落ちないようにがんばれば良く、集金したお
金は本社に送金。従って銀行との接触はほとんど無い状態でしたが、会社代表になると人間関係の付き合いが
全く変ってきまして、特に銀行は、今でも忘れられない事ですが、スーパー銀行住友銀行がメイン銀行で、柳川の
交差点にありました。取引で相談にいくと、独立にあたり資金は必要なだけ用意はもちろん出します。心配しなくて
良いです。非常に穏やかに気持ちよく返事を頂き、大変簡単に思い、何も心配することがなかった。しかしいざ必
要になり、再度交渉に行きますと、全く状況が違うのに気が付きました。まず事業計画書。それは分かりますが、次
に個人財産の有無と担保、生命保険加入に、親会社代表者の個人保証。その時の銀行の厳しさに、つくづく思
い知らされ恐ろしく思った。本心は付き合いしたくない。情報はいろいろ提供してくれますが、現実の付き合いが始
まると、「真綿でくびを絞める感じで攻めて来るな、従って銀行に出来るだけ頼らない経営を考えなければ」と思い、
そのあと地方銀行に行き、大変助けもらいました。有難く感謝しています。預金はスーパー、借りは地銀へとの考え
で、資金繰りを考えると“銀行に出来るだけ頼らない経営”得意先より早くお金を頂き、メーカー・仕入先には一日で
も遅く支払させていただこうと考え、また企業は、得意先には信用が最も大切で、リピーター客をより多く“誠実に対
応 信用を儲ける”これが会社の社是です。また松下幸之助の書籍を読み、「社員は現場で働くリーダーとして、一
定の利益が無いことは “罪悪”だ」この考えが最も大切と徹底させ、あるいは社内会議でも必要としたのは、一般
管理費の中身開示分析をしたこと。社員全てに公開し理解してもらう。代表者の給与、交際費も開示し、ベースを
考え理解がないと何事も社員全ての信用が得られないと。今考えると都市銀行との交渉が自分の性格を変えた
と思う。 その後無我夢中で働き、その時パワハラ的発言が多々あったと思います。労働基準監督署に言えないと
思う。企業が軌道に乗って来た時、職員に申し分けないと感じる日々 があり、当時はよく働いたと思い、早く現役を
引きたいとの思いが強かった。それからは引いた後どのようにすれば健康で人生を楽しむことが出来るかを、自分
のテーマと考えていた。実の姉が写経を続けていて、当時約2000枚近く書いており、自分も書けるのではと思い、
書き始め、その時は内容がよく理解出来ないながら書き、書籍を買いもとめ実際に書いていると何となく落ち着い
て書くことが出来る。今現在、7年間で2286枚書いて、日付・枚数を記入しており、手を抜くことが出来なく、自分を
縛って毎日書く様に心がけております。全てお遍路でお寺におさめております。お寺参りにはいろいろルールがあり
ますが、他のお参りするお遍路さんに迷惑にならないように心がけることが大切で、最近は外国人が大変増えて
きている。一昨年のデータでは250名、1400㎞歩き、遍路で50～60日かけて四国を巡る。理由を聞けば【特に自分
を見つめ直すため】と話される方が多いと聞きます。空海「四国遍路」の書籍も沢山出ていますので、関心を向け
て下さい。

「地域の生活者に寄り添う小売りが最後の勝利者となる」 野　田　洋　市  会員
⒈1989年にベルリンの壁が崩れる。日本の城、万里の長城、中近東の城塞都市とは異なり、防御で
なく「 人が出ていく事を阻む 」為の最初で最後のバリアとなった。歴史上、稀有な事例である。

⒉流通に於いても似た構図があった。規制と規制緩和である。それまでは百貨店の出店は許
可制であったが、戦後に新たに誕生したスーパーの出店を規制する仕組みはなく、中小の小
売店保護の為にスーパーの出店も許可制にするよう通産省（今の経済産業省）に強く求められた。

⒊その結果、1974年には中小小売店の保護を踏まえて（第１種は3000㎥、第２種は500㎡）を超える出店を規制し
地域の商業者と有識者で組織する商業活道調整協議会の事前審査を経ることとなり攻守の立場の違いから
攻めぎ合いの様相になった。（参入する側と守り阻む側）

⒋折しも米国による規制緩和への外圧があり（トイザラスが発端）また80年代にはモータリゼイション（車社会）が
進み商圏は拡大し郊外化も進んだ結果、中小小売店や商店街は地盤沈下し特色を失っていった。

⒌その後も大店法の運用の適正化を巡り改正が続くが流通の近代化の中で中小小売は存在意義は薄れていく。
⒍2012年に大店法は正式に廃止となるが2004年にはすでに大型店の出店は事実上、自由化となる。全国的に
客を奪われた中小の小売は苦戦し商店街はシャッター通り化が進み中心市街地の空洞化が問題となる。

⒎大店法の歴史は残念乍ら消費者が不在であり結果的には出店の自由化でオーバーストアのために過当競争
を招く結果となっている。

⒏郊外の大型店が地域の雇用を担う一方、地域の中小の小売店や商店街も地域密着の木目の細かいサービス
で復活の道を模索し始めている。その間も海外からの黒船組のカルフール、テスコ、等々は必ずしも日本人の
木目の細かい消費ニーズは掴めず、人口増加が望めない中での撤退が続いている。（ウオルマートが買収した
西友がどうなるのか）

⒐ 小規模小売店、商店街を保護する目的で 生まれ結果としてその競争力を奪ったのは事実でありますがこのこ
とを踏まえて1998年以降は大型ショッピングセンターや大型店と地域社会の融合を目指して「まちつくり３法」が
施行された。都市計画法、 中心市街地活性化法、新大型立地法です。
10.まちつくり三法は運営の主体が都道府県や政令都市であり大型店出店に対し周辺の道路整備、駐車場駐
輪上の整備、騒音、渋滞等々の環境整備が中心となっている。大店法が経済規制であったことに対し社会規
制への転換が すすんできたと言える。
11.今、食品流通は人口が増えない少子高齢化の中でのメーカーサイドのオーバープロダクト（生産過剰）とオー
バーストア（店舗の過剰）と業態間の過当競争激化（DS，ドラッグストア，CVS等々）10月に直面する消費増税と
複雑な軽減税率とその為のシステム対応に揺らいでいる。
12.災害や人手不足、環境問題を受けて持続可能な仕組み作りを通じてそれでもなお地域に密着し消費者、生
活者に寄り添い、課題解決が出来る小売が生き残る。買い物弱者に社会インフラとして貢献できる。
人口問題の課題
日本の人口は少子化で既にピークアウトだが世界の人口は増加している。特に途上国の増加が著しい。既に 
74億人、そして、2050年には90憶人との予測がなされている。日本の食料自給率はカロリーベースでわずかに
38%に過ぎず、今や日本は世界最大の食料輸入国である。
食料に対する世界の需要は増え続き漁業（魚）や畜産用飼料の争奪戦が起こっている。（飼料の買い負けが
発生）因みに家畜の肉を1㎏増やす為の飼料の量は標準的に鶏は2㎏、豚は4㎏、牛は8㎏である。
ミールソリューション
食品売り場に於ける大きな変化
女性の社会進出や高齢化の進行で中食が伸びている。（惣菜の伸びが顕著）
技術の進化で低温（冷食、チルド）が伸びてきた。
家庭内での調理時間の短縮で加工食品がやや伸び悩んでいる。
　（１世代変わる毎にクッキング時間は半分になっていく。）
良いスーパーの条件
豊富な品揃え、鮮度管理、明るい店内（雰囲気）、季節感、高品質サービス、低価格（同価格）小
さなイベントが多い。トイレがきれい。サービスがある。 
　① 野菜が良いと毎日、お客が来る。
　② 魚が良いと広範囲でお客が来る。

出席の状況　
会員数　51名（内出席免除者　０名）　出席者数　39名（内出席免除者出席　０名）　欠席者数　12名
出席率　76.47％　　前々回訂正　88.24％　　　　
欠席者　藤木，福元，加戸，鴨井，児島，小菅，森本，森永，大賀，丹治，槌田，山田

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　大型連休も終わり、本日は令和時代最初の例会となります。令和の出典である万葉
集の人気も高まっているようですが、ロータリアンの中にも万葉集に造詣の深い人は
大勢おられることでしょう。例えば、九州にある大分城西ロータリークラブのホーム
ページには、万葉50首の紹介があります。
　これは、大分大学教育学部教授で特に万葉集研究で知られた故佐々木均太郎（ささき　きんたろ
う）氏が、会長報告で話されたものを紹介したとのこと。平成9年5月21日の例会では、「令和」ゆか
りの人物である大伴旅人が瀬戸内海の鞆の浦で詠んだ歌を紹介しています。
　吾妹子（わぎもこ）が見し鞆の浦の天木番樹（むろのき）は

　常世（とこよ）に有れど見し人ぞなき　
　「わが妻が私と一緒に見た鞆の浦のムロの木は今も変わらずにあるが見た妻はもはやいない」とい
う意味だそうです。
　「旅人が九州都の長官として太宰府に赴任していったのは神亀（じんき）4年（727年）の12月、妻
も同伴してこの鞆の浦で長寿の木といわれるムロの木を眺めて、お互いに長生きしましょうと言いか
わしました。それが、翌年の初夏のころ妻は太宰府の長官館で亡くなりました。3年後の今、再びこ
の鞆の浦のムロの木を見た旅人の哀感がしみじみと伝わってくるような歌ではありませんか。ムロの
木は、ひの木科の常緑高木、高さ10メートルにもなり、長寿をつかさどる神の木といわれていま
す。」という解説を記しておられます。どの解説もわかりやすく、造詣の深さがしのばれます。北西
ロータリークラブ歴史同好会の皆様も10月に太宰府を訪れる計画をされています。どうぞ万葉を楽し
んでください。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 5月のロータリーレートは１ドル=112円です。
② ガバナー月信Vol.11、ロータリーの友５月号を配付しております。
③ 4月22日例会後の「子どもシェルターモモとの合同清掃活動」には多数の皆様にご参
加いただきありがとうございました。

④ 本日例会終了後13：40より、3F「ルビーの間」において「第11回理事役員会」を開催いたしますので、理
事役員の皆様はご出席ください。

⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。

－１－

例会プログラム例会プログラム

スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 令和最初の例会ご出席ありがとうございます。感謝してスマイルいたします。

岡村秀男会員、野田洋一会員、本日のスピーチ楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。
西岡会員 : 昨日出雲まで財団、会員増強の研修に参加しました。山下次期会長・小松会員・樋口会員お疲れ様

でした。
山下会員 : 昨日は出雲で増強R財団勉強会に出席しました。西岡次期幹事、車を出して頂きありがとうございました。

土曜日、池上彰講演会参加しました。西南RC50周年事業でした。こんなやり方もあるんだなと感じました。
岡大医学部ボート部新歓コンパに出席しました。13人新入して総員53名、北西クラブ並です。名前覚
えられません。

橘高会員 : 4月22日の子どもシェルターモモさんとの共同清掃活動に御参加頂きました会員の方々、暑い中での
清掃となり大変でしたが、大変お世話になりました。

氏房会員 : 新天皇ご即位と新元号「令和」を祝してスマイルします。
小松原会員 : 「令和」を祝して、そして大饗会員のご快復と西岡会員と笠原会員のご退院を祝して。令和最初

の本日は少し賑やかな例会になりました。ありがとうございました。
日笠（伸）会員 : 皆様にとりまして「令和」の時代がスマイル多き時代となりますことを祈念して、スマイルさせてい

ただきます。
大饗会員 : 1月25日にお風呂で意識がなくなり明朝10時30分頃に発見され市民病院では生存はほとんど無理

（10％位の可能性）と判断され、人口呼吸器に繋がれ、奇跡的に何の後遺症も残らず、順調に回復し
て今日に至りました。突然のことでご連絡が遅くなり申し訳ありません。
先週きれいな花束をいただきましてありがとうございました。回復途上の私に勇気を与えてくれました。

平松会員 : 先日は結婚記念日の花束をありがとうございました。素敵な花束をいただく度に人生を振り返り思い
を心に秘めています。

川本会員 : 本日、妻の誕生日です。
堀川会員 : 4月23日に9人目の孫が産まれました。おかげで連休はどこにも行かず長年懸案の家の片づけができ

ました。
笠原会員 : しばらくお休みしましたのでスマイルします。
 12件 51,200円（累計 1,593,494円）

2018-2019年度国際ロータリー2690地区 第 8・第9 グループ合同  INTERCITY MEETING
日時： 2019年4月20日㈯　　　場所：ベルフォーレ津山　ザ・シロヤマテラス津山別邸
主　　幹：津山西RC・岡山東RC
特別公演；ポリオの状況はどこまで改善したのか？
講　　師：国際ロータリーエンドポリオナウ　コーディネター　松本　祐二
記念公演：台湾ロータリーの現状
講　　師：国際ロータリー第 3 4 8 1 地区パストガバナー　陳　中統
事例活動報告：輝くロータリーを目指そう
　備前RC　津山RC　後楽園RC　真庭RC　赤磐RC
懇 親 会：ザ・ シロヤマテタス津山別邸

子どもシェルターモモとの合同清掃活動 社会奉仕委員長　橘　高　正　剛
　4月22日㈪14：00より特定非営利活動法人子どもシェルターモモと高島屋周辺での合同清掃活動を
実施しました。

歴史同好会第22回定例会 歴史同好会幹事　岡　本　和　夫
　４月１６日㈫平成最後となる第２２回定例会を「WASUKE」で開催した。１８名の会員が集まり、記念撮影後、岩
本会長の挨拶、岡村会員の乾杯の音頭で始まった。今回は森永会員から「琉球王国の歴史」と題してお話をして
いただいた。１４～１５世紀初期に鼎立し覇を競った北山（国頭）、中山（中頭）、南山（島尻）の三山の時代に、沖縄
島とその周辺の島 に々は二百数十に上るグスク（城郭）が築かれた。代表的な今帰仁城跡、座喜味城跡、中城城
跡、勝連城跡の景観・特徴をスライドと小冊子で説明された。１４２９年首里城に拠る第一尚氏の手で三山の統一
が達成されると、首里城と那覇港を基軸とする交易は、琉明朝貢貿易をはじめシャム、マラッカ、安南国などとも活発
になされていった。
　１８７９年の琉球処分（沖縄県設置）、１９４５年敗戦により米国による統治が開始され、１９５２年には琉球政府設
立、１９７２年沖縄返還、２０００年には先進国首脳会議開催と二千円紙幣発行、さらに「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」として世界遺産に登録された。本土に住む我 に々とって歴史の授業でも触れられることの少なかった琉
球・沖縄の歴史であった。広大な海域に存在するが故の
アプローチの困難さ、琉球語に対する理解の困難さや長
い米国統治による異国感情などに起因していると思われ
る。この機会にさらに沖縄の歴史を理解し、友好の輪が広
がることを願う。森永会員に改めて謝意を表し、またの機
会に講演をお願いしたいと思う。
　令和の時代に入る第23回定例会からは、岩本会長・堀
川幹事の新体制のもとに、さらなる歴史同好会の発展が
期待される。今後ともご協力とご参加をお願いします。　

野球同好会報告 野球同好会  監督　笠　原　英　司
　4月27日からいよいよ香川リ ーグが始まりました。初戦が開幕戦ということで、 岡本浩三名誉監
督が始球式を行いました。試合は丸亀RCと対戦し4回まで劣勢でしたが、5回に打線が繋がり大
逆転しそのまま逃げ切り見事、 初戦を見事勝利できました。
　この香川リーグでは高松市軟式野球連盟から毎試合、審判が2名付き、試合で活躍した人
（MVP）が審判の判断で選ばれ、ささやかなお土産が贈られるという粋な計らいをされており、初戦ではそれほど
活躍したわけではない槌田会員が選ばれ「さよなら平成」と書かれたTシャツが贈られました。また、試合終了後は
丸亀RCの皆さんと食事をしながら親睦を深めました。
　5月12日は観音寺RCと対戦しました。初回に猛攻で4点先制しましたが、その後は守備の乱れもあり逆転されて
からは打線も繋がらず5-7で惜敗しました。
　なお、香川リーグの日程や試合結果などの詳細は『高松市軟式野球連盟』のホームページに写真付きで掲載さ
れておりますので、「香川RC野球同好会」で検索してください。
　5月7日㈫に仲田会員と日笠伸之会員で岡山北RCの例会に応援要請のためにメークアップに行ってまいりました。
岡山北RCは野球同好会の立ち上げに前向きであったため、岡山県内のRCに野球同好会を増やし野球を通じて
全体を盛り上げていこうと呼びかけてまいりました。
　ついに全国大会の日程が決まりました。今後の日程は次の通りです。今後とも野球同好会へのご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。
日程表



内 部 卓 話
「四国お遍路に参加して」 岡　村　秀　男  会員
　今年は四国お遍路を私は5回目を回り始めおり、始めてから約7年かかっています。最初案内
してくれた先達さんが、一回目は先祖のため、二回目は家族のため、三回目は自分のため。その
時はその様なことかと思った。その後は私にとってはお遍路は心の癒しの旅と、半分は四国病
にかかっています。私にとって癒しとは、自然の中で仏の教えを読む事で、気持ちが落ち着き、これがおおらかな人
生だ、それが四国病と言うのでしょうか。重病人になるかもしれません。またお遍路と言う言葉を使用しているのは
日本の四国のみで、日本や世界にもいくつもの聖地をめぐる旅はありますが、「巡礼」「巡拝」と言っており、西国・坂
東・秩父・九州 等。また、世界を見てもお遍路の言葉は使っていない。徳島大学や愛媛大学の先生に会う機会が
あり、また、先達さんに聞いてもはっきり納得いく答えが返って来ない。また、四国八十八か所のお寺をどのように決
めたか。江戸時代に決めたらしく、詰めて話を聞くと分からない事が多い。他に、四国別格20霊場のお寺がありま
すが、その寺のほうが大きい寺が多いと聞いています。徳島の現在の第一札所 霊山寺に空海が815年 国家安
泰、五穀豊穣のため天皇の命を受けて来られて以来1200年、2015年に、四国霊場開創1200祭が行われた。お
遍路に参加していると、いろいろルールがありますが、基本的に弘法大師と共に歩く【同行二人】の考えです。で
は、何故私がお遍路を始めたかと言うと、約30年前に会社代表者になってから、職員に対し自分では思っていな
かったのですが、パワハラ的発言で心を傷つけたとの思いが心の片隅に強く残っており、今までもあります。なぜ
なら、企業が赤字になれば個人の全てを無くする。従って言いたくない事でも言わなければ、平成年度になる前、
昭和63年バブル崩壊前、株価日経ダウ ¥39,000 まで上がり、景気は良い時期でもあり、土地も買えば値上がり、
間違い無い時期で、突然に岡山支店の責任者に、分社独立代表取締役の要請があり、当時、岡山支店で年間
18億の商いが有り、その時まで責任者は立場上、売上利益が大きく落ちないようにがんばれば良く、集金したお
金は本社に送金。従って銀行との接触はほとんど無い状態でしたが、会社代表になると人間関係の付き合いが
全く変ってきまして、特に銀行は、今でも忘れられない事ですが、スーパー銀行住友銀行がメイン銀行で、柳川の
交差点にありました。取引で相談にいくと、独立にあたり資金は必要なだけ用意はもちろん出します。心配しなくて
良いです。非常に穏やかに気持ちよく返事を頂き、大変簡単に思い、何も心配することがなかった。しかしいざ必
要になり、再度交渉に行きますと、全く状況が違うのに気が付きました。まず事業計画書。それは分かりますが、次
に個人財産の有無と担保、生命保険加入に、親会社代表者の個人保証。その時の銀行の厳しさに、つくづく思
い知らされ恐ろしく思った。本心は付き合いしたくない。情報はいろいろ提供してくれますが、現実の付き合いが始
まると、「真綿でくびを絞める感じで攻めて来るな、従って銀行に出来るだけ頼らない経営を考えなければ」と思い、
そのあと地方銀行に行き、大変助けもらいました。有難く感謝しています。預金はスーパー、借りは地銀へとの考え
で、資金繰りを考えると“銀行に出来るだけ頼らない経営”得意先より早くお金を頂き、メーカー・仕入先には一日で
も遅く支払させていただこうと考え、また企業は、得意先には信用が最も大切で、リピーター客をより多く“誠実に対
応 信用を儲ける”これが会社の社是です。また松下幸之助の書籍を読み、「社員は現場で働くリーダーとして、一
定の利益が無いことは “罪悪”だ」この考えが最も大切と徹底させ、あるいは社内会議でも必要としたのは、一般
管理費の中身開示分析をしたこと。社員全てに公開し理解してもらう。代表者の給与、交際費も開示し、ベースを
考え理解がないと何事も社員全ての信用が得られないと。今考えると都市銀行との交渉が自分の性格を変えた
と思う。 その後無我夢中で働き、その時パワハラ的発言が多々あったと思います。労働基準監督署に言えないと
思う。企業が軌道に乗って来た時、職員に申し分けないと感じる日々 があり、当時はよく働いたと思い、早く現役を
引きたいとの思いが強かった。それからは引いた後どのようにすれば健康で人生を楽しむことが出来るかを、自分
のテーマと考えていた。実の姉が写経を続けていて、当時約2000枚近く書いており、自分も書けるのではと思い、
書き始め、その時は内容がよく理解出来ないながら書き、書籍を買いもとめ実際に書いていると何となく落ち着い
て書くことが出来る。今現在、7年間で2286枚書いて、日付・枚数を記入しており、手を抜くことが出来なく、自分を
縛って毎日書く様に心がけております。全てお遍路でお寺におさめております。お寺参りにはいろいろルールがあり
ますが、他のお参りするお遍路さんに迷惑にならないように心がけることが大切で、最近は外国人が大変増えて
きている。一昨年のデータでは250名、1400㎞歩き、遍路で50～60日かけて四国を巡る。理由を聞けば【特に自分
を見つめ直すため】と話される方が多いと聞きます。空海「四国遍路」の書籍も沢山出ていますので、関心を向け
て下さい。

「地域の生活者に寄り添う小売りが最後の勝利者となる」 野　田　洋　市  会員
⒈1989年にベルリンの壁が崩れる。日本の城、万里の長城、中近東の城塞都市とは異なり、防御で
なく「 人が出ていく事を阻む 」為の最初で最後のバリアとなった。歴史上、稀有な事例である。

⒉流通に於いても似た構図があった。規制と規制緩和である。それまでは百貨店の出店は許
可制であったが、戦後に新たに誕生したスーパーの出店を規制する仕組みはなく、中小の小
売店保護の為にスーパーの出店も許可制にするよう通産省（今の経済産業省）に強く求められた。

⒊その結果、1974年には中小小売店の保護を踏まえて（第１種は3000㎥、第２種は500㎡）を超える出店を規制し
地域の商業者と有識者で組織する商業活道調整協議会の事前審査を経ることとなり攻守の立場の違いから
攻めぎ合いの様相になった。（参入する側と守り阻む側）

⒋折しも米国による規制緩和への外圧があり（トイザラスが発端）また80年代にはモータリゼイション（車社会）が
進み商圏は拡大し郊外化も進んだ結果、中小小売店や商店街は地盤沈下し特色を失っていった。

⒌その後も大店法の運用の適正化を巡り改正が続くが流通の近代化の中で中小小売は存在意義は薄れていく。
⒍2012年に大店法は正式に廃止となるが2004年にはすでに大型店の出店は事実上、自由化となる。全国的に
客を奪われた中小の小売は苦戦し商店街はシャッター通り化が進み中心市街地の空洞化が問題となる。

⒎大店法の歴史は残念乍ら消費者が不在であり結果的には出店の自由化でオーバーストアのために過当競争
を招く結果となっている。

⒏郊外の大型店が地域の雇用を担う一方、地域の中小の小売店や商店街も地域密着の木目の細かいサービス
で復活の道を模索し始めている。その間も海外からの黒船組のカルフール、テスコ、等々は必ずしも日本人の
木目の細かい消費ニーズは掴めず、人口増加が望めない中での撤退が続いている。（ウオルマートが買収した
西友がどうなるのか）

⒐ 小規模小売店、商店街を保護する目的で 生まれ結果としてその競争力を奪ったのは事実でありますがこのこ
とを踏まえて1998年以降は大型ショッピングセンターや大型店と地域社会の融合を目指して「まちつくり３法」が
施行された。都市計画法、 中心市街地活性化法、新大型立地法です。
10.まちつくり三法は運営の主体が都道府県や政令都市であり大型店出店に対し周辺の道路整備、駐車場駐
輪上の整備、騒音、渋滞等々の環境整備が中心となっている。大店法が経済規制であったことに対し社会規
制への転換が すすんできたと言える。
11.今、食品流通は人口が増えない少子高齢化の中でのメーカーサイドのオーバープロダクト（生産過剰）とオー
バーストア（店舗の過剰）と業態間の過当競争激化（DS，ドラッグストア，CVS等々）10月に直面する消費増税と
複雑な軽減税率とその為のシステム対応に揺らいでいる。
12.災害や人手不足、環境問題を受けて持続可能な仕組み作りを通じてそれでもなお地域に密着し消費者、生
活者に寄り添い、課題解決が出来る小売が生き残る。買い物弱者に社会インフラとして貢献できる。
人口問題の課題
日本の人口は少子化で既にピークアウトだが世界の人口は増加している。特に途上国の増加が著しい。既に 
74億人、そして、2050年には90憶人との予測がなされている。日本の食料自給率はカロリーベースでわずかに
38%に過ぎず、今や日本は世界最大の食料輸入国である。
食料に対する世界の需要は増え続き漁業（魚）や畜産用飼料の争奪戦が起こっている。（飼料の買い負けが
発生）因みに家畜の肉を1㎏増やす為の飼料の量は標準的に鶏は2㎏、豚は4㎏、牛は8㎏である。
ミールソリューション
食品売り場に於ける大きな変化
女性の社会進出や高齢化の進行で中食が伸びている。（惣菜の伸びが顕著）
技術の進化で低温（冷食、チルド）が伸びてきた。
家庭内での調理時間の短縮で加工食品がやや伸び悩んでいる。
　（１世代変わる毎にクッキング時間は半分になっていく。）
良いスーパーの条件
豊富な品揃え、鮮度管理、明るい店内（雰囲気）、季節感、高品質サービス、低価格（同価格）小
さなイベントが多い。トイレがきれい。サービスがある。 
　① 野菜が良いと毎日、お客が来る。
　② 魚が良いと広範囲でお客が来る。

出席の状況　
会員数　51名（内出席免除者　０名）　出席者数　39名（内出席免除者出席　０名）　欠席者数　12名
出席率　76.47％　　前々回訂正　88.24％　　　　
欠席者　藤木，福元，加戸，鴨井，児島，小菅，森本，森永，大賀，丹治，槌田，山田

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　大型連休も終わり、本日は令和時代最初の例会となります。令和の出典である万葉
集の人気も高まっているようですが、ロータリアンの中にも万葉集に造詣の深い人は
大勢おられることでしょう。例えば、九州にある大分城西ロータリークラブのホーム
ページには、万葉50首の紹介があります。
　これは、大分大学教育学部教授で特に万葉集研究で知られた故佐々木均太郎（ささき　きんたろ
う）氏が、会長報告で話されたものを紹介したとのこと。平成9年5月21日の例会では、「令和」ゆか
りの人物である大伴旅人が瀬戸内海の鞆の浦で詠んだ歌を紹介しています。
　吾妹子（わぎもこ）が見し鞆の浦の天木番樹（むろのき）は

　常世（とこよ）に有れど見し人ぞなき　
　「わが妻が私と一緒に見た鞆の浦のムロの木は今も変わらずにあるが見た妻はもはやいない」とい
う意味だそうです。
　「旅人が九州都の長官として太宰府に赴任していったのは神亀（じんき）4年（727年）の12月、妻
も同伴してこの鞆の浦で長寿の木といわれるムロの木を眺めて、お互いに長生きしましょうと言いか
わしました。それが、翌年の初夏のころ妻は太宰府の長官館で亡くなりました。3年後の今、再びこ
の鞆の浦のムロの木を見た旅人の哀感がしみじみと伝わってくるような歌ではありませんか。ムロの
木は、ひの木科の常緑高木、高さ10メートルにもなり、長寿をつかさどる神の木といわれていま
す。」という解説を記しておられます。どの解説もわかりやすく、造詣の深さがしのばれます。北西
ロータリークラブ歴史同好会の皆様も10月に太宰府を訪れる計画をされています。どうぞ万葉を楽し
んでください。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 5月のロータリーレートは１ドル=112円です。
② ガバナー月信Vol.11、ロータリーの友５月号を配付しております。
③ 4月22日例会後の「子どもシェルターモモとの合同清掃活動」には多数の皆様にご参
加いただきありがとうございました。

④ 本日例会終了後13：40より、3F「ルビーの間」において「第11回理事役員会」を開催いたしますので、理
事役員の皆様はご出席ください。

⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。

－２－

スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 令和最初の例会ご出席ありがとうございます。感謝してスマイルいたします。

岡村秀男会員、野田洋一会員、本日のスピーチ楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。
西岡会員 : 昨日出雲まで財団、会員増強の研修に参加しました。山下次期会長・小松会員・樋口会員お疲れ様

でした。
山下会員 : 昨日は出雲で増強R財団勉強会に出席しました。西岡次期幹事、車を出して頂きありがとうございました。

土曜日、池上彰講演会参加しました。西南RC50周年事業でした。こんなやり方もあるんだなと感じました。
岡大医学部ボート部新歓コンパに出席しました。13人新入して総員53名、北西クラブ並です。名前覚
えられません。

橘高会員 : 4月22日の子どもシェルターモモさんとの共同清掃活動に御参加頂きました会員の方々、暑い中での
清掃となり大変でしたが、大変お世話になりました。

氏房会員 : 新天皇ご即位と新元号「令和」を祝してスマイルします。
小松原会員 : 「令和」を祝して、そして大饗会員のご快復と西岡会員と笠原会員のご退院を祝して。令和最初

の本日は少し賑やかな例会になりました。ありがとうございました。
日笠（伸）会員 : 皆様にとりまして「令和」の時代がスマイル多き時代となりますことを祈念して、スマイルさせてい

ただきます。
大饗会員 : 1月25日にお風呂で意識がなくなり明朝10時30分頃に発見され市民病院では生存はほとんど無理

（10％位の可能性）と判断され、人口呼吸器に繋がれ、奇跡的に何の後遺症も残らず、順調に回復し
て今日に至りました。突然のことでご連絡が遅くなり申し訳ありません。
先週きれいな花束をいただきましてありがとうございました。回復途上の私に勇気を与えてくれました。

平松会員 : 先日は結婚記念日の花束をありがとうございました。素敵な花束をいただく度に人生を振り返り思い
を心に秘めています。

川本会員 : 本日、妻の誕生日です。
堀川会員 : 4月23日に9人目の孫が産まれました。おかげで連休はどこにも行かず長年懸案の家の片づけができ

ました。
笠原会員 : しばらくお休みしましたのでスマイルします。
 12件 51,200円（累計 1,593,494円）

2018-2019年度国際ロータリー2690地区 第 8・第9 グループ合同  INTERCITY MEETING
日時： 2019年4月20日㈯　　　場所：ベルフォーレ津山　ザ・シロヤマテラス津山別邸
主　　幹：津山西RC・岡山東RC
特別公演；ポリオの状況はどこまで改善したのか？
講　　師：国際ロータリーエンドポリオナウ　コーディネター　松本　祐二
記念公演：台湾ロータリーの現状
講　　師：国際ロータリー第 3 4 8 1 地区パストガバナー　陳　中統
事例活動報告：輝くロータリーを目指そう
　備前RC　津山RC　後楽園RC　真庭RC　赤磐RC
懇 親 会：ザ・ シロヤマテタス津山別邸

子どもシェルターモモとの合同清掃活動 社会奉仕委員長　橘　高　正　剛
　4月22日㈪14：00より特定非営利活動法人子どもシェルターモモと高島屋周辺での合同清掃活動を
実施しました。

歴史同好会第22回定例会 歴史同好会幹事　岡　本　和　夫
　４月１６日㈫平成最後となる第２２回定例会を「WASUKE」で開催した。１８名の会員が集まり、記念撮影後、岩
本会長の挨拶、岡村会員の乾杯の音頭で始まった。今回は森永会員から「琉球王国の歴史」と題してお話をして
いただいた。１４～１５世紀初期に鼎立し覇を競った北山（国頭）、中山（中頭）、南山（島尻）の三山の時代に、沖縄
島とその周辺の島 に々は二百数十に上るグスク（城郭）が築かれた。代表的な今帰仁城跡、座喜味城跡、中城城
跡、勝連城跡の景観・特徴をスライドと小冊子で説明された。１４２９年首里城に拠る第一尚氏の手で三山の統一
が達成されると、首里城と那覇港を基軸とする交易は、琉明朝貢貿易をはじめシャム、マラッカ、安南国などとも活発
になされていった。
　１８７９年の琉球処分（沖縄県設置）、１９４５年敗戦により米国による統治が開始され、１９５２年には琉球政府設
立、１９７２年沖縄返還、２０００年には先進国首脳会議開催と二千円紙幣発行、さらに「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」として世界遺産に登録された。本土に住む我 に々とって歴史の授業でも触れられることの少なかった琉
球・沖縄の歴史であった。広大な海域に存在するが故の
アプローチの困難さ、琉球語に対する理解の困難さや長
い米国統治による異国感情などに起因していると思われ
る。この機会にさらに沖縄の歴史を理解し、友好の輪が広
がることを願う。森永会員に改めて謝意を表し、またの機
会に講演をお願いしたいと思う。
　令和の時代に入る第23回定例会からは、岩本会長・堀
川幹事の新体制のもとに、さらなる歴史同好会の発展が
期待される。今後ともご協力とご参加をお願いします。　

野球同好会報告 野球同好会  監督　笠　原　英　司
　4月27日からいよいよ香川リ ーグが始まりました。初戦が開幕戦ということで、 岡本浩三名誉監
督が始球式を行いました。試合は丸亀RCと対戦し4回まで劣勢でしたが、5回に打線が繋がり大
逆転しそのまま逃げ切り見事、 初戦を見事勝利できました。
　この香川リーグでは高松市軟式野球連盟から毎試合、審判が2名付き、試合で活躍した人
（MVP）が審判の判断で選ばれ、ささやかなお土産が贈られるという粋な計らいをされており、初戦ではそれほど
活躍したわけではない槌田会員が選ばれ「さよなら平成」と書かれたTシャツが贈られました。また、試合終了後は
丸亀RCの皆さんと食事をしながら親睦を深めました。
　5月12日は観音寺RCと対戦しました。初回に猛攻で4点先制しましたが、その後は守備の乱れもあり逆転されて
からは打線も繋がらず5-7で惜敗しました。
　なお、香川リーグの日程や試合結果などの詳細は『高松市軟式野球連盟』のホームページに写真付きで掲載さ
れておりますので、「香川RC野球同好会」で検索してください。
　5月7日㈫に仲田会員と日笠伸之会員で岡山北RCの例会に応援要請のためにメークアップに行ってまいりました。
岡山北RCは野球同好会の立ち上げに前向きであったため、岡山県内のRCに野球同好会を増やし野球を通じて
全体を盛り上げていこうと呼びかけてまいりました。
　ついに全国大会の日程が決まりました。今後の日程は次の通りです。今後とも野球同好会へのご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。
日程表

③ 肉が良いと金持ちのお客が来る。
④ 価格がリーズナブルなら更に良い。



内 部 卓 話
「四国お遍路に参加して」 岡　村　秀　男  会員
　今年は四国お遍路を私は5回目を回り始めおり、始めてから約7年かかっています。最初案内
してくれた先達さんが、一回目は先祖のため、二回目は家族のため、三回目は自分のため。その
時はその様なことかと思った。その後は私にとってはお遍路は心の癒しの旅と、半分は四国病
にかかっています。私にとって癒しとは、自然の中で仏の教えを読む事で、気持ちが落ち着き、これがおおらかな人
生だ、それが四国病と言うのでしょうか。重病人になるかもしれません。またお遍路と言う言葉を使用しているのは
日本の四国のみで、日本や世界にもいくつもの聖地をめぐる旅はありますが、「巡礼」「巡拝」と言っており、西国・坂
東・秩父・九州 等。また、世界を見てもお遍路の言葉は使っていない。徳島大学や愛媛大学の先生に会う機会が
あり、また、先達さんに聞いてもはっきり納得いく答えが返って来ない。また、四国八十八か所のお寺をどのように決
めたか。江戸時代に決めたらしく、詰めて話を聞くと分からない事が多い。他に、四国別格20霊場のお寺がありま
すが、その寺のほうが大きい寺が多いと聞いています。徳島の現在の第一札所 霊山寺に空海が815年 国家安
泰、五穀豊穣のため天皇の命を受けて来られて以来1200年、2015年に、四国霊場開創1200祭が行われた。お
遍路に参加していると、いろいろルールがありますが、基本的に弘法大師と共に歩く【同行二人】の考えです。で
は、何故私がお遍路を始めたかと言うと、約30年前に会社代表者になってから、職員に対し自分では思っていな
かったのですが、パワハラ的発言で心を傷つけたとの思いが心の片隅に強く残っており、今までもあります。なぜ
なら、企業が赤字になれば個人の全てを無くする。従って言いたくない事でも言わなければ、平成年度になる前、
昭和63年バブル崩壊前、株価日経ダウ ¥39,000 まで上がり、景気は良い時期でもあり、土地も買えば値上がり、
間違い無い時期で、突然に岡山支店の責任者に、分社独立代表取締役の要請があり、当時、岡山支店で年間
18億の商いが有り、その時まで責任者は立場上、売上利益が大きく落ちないようにがんばれば良く、集金したお
金は本社に送金。従って銀行との接触はほとんど無い状態でしたが、会社代表になると人間関係の付き合いが
全く変ってきまして、特に銀行は、今でも忘れられない事ですが、スーパー銀行住友銀行がメイン銀行で、柳川の
交差点にありました。取引で相談にいくと、独立にあたり資金は必要なだけ用意はもちろん出します。心配しなくて
良いです。非常に穏やかに気持ちよく返事を頂き、大変簡単に思い、何も心配することがなかった。しかしいざ必
要になり、再度交渉に行きますと、全く状況が違うのに気が付きました。まず事業計画書。それは分かりますが、次
に個人財産の有無と担保、生命保険加入に、親会社代表者の個人保証。その時の銀行の厳しさに、つくづく思
い知らされ恐ろしく思った。本心は付き合いしたくない。情報はいろいろ提供してくれますが、現実の付き合いが始
まると、「真綿でくびを絞める感じで攻めて来るな、従って銀行に出来るだけ頼らない経営を考えなければ」と思い、
そのあと地方銀行に行き、大変助けもらいました。有難く感謝しています。預金はスーパー、借りは地銀へとの考え
で、資金繰りを考えると“銀行に出来るだけ頼らない経営”得意先より早くお金を頂き、メーカー・仕入先には一日で
も遅く支払させていただこうと考え、また企業は、得意先には信用が最も大切で、リピーター客をより多く“誠実に対
応 信用を儲ける”これが会社の社是です。また松下幸之助の書籍を読み、「社員は現場で働くリーダーとして、一
定の利益が無いことは “罪悪”だ」この考えが最も大切と徹底させ、あるいは社内会議でも必要としたのは、一般
管理費の中身開示分析をしたこと。社員全てに公開し理解してもらう。代表者の給与、交際費も開示し、ベースを
考え理解がないと何事も社員全ての信用が得られないと。今考えると都市銀行との交渉が自分の性格を変えた
と思う。 その後無我夢中で働き、その時パワハラ的発言が多々あったと思います。労働基準監督署に言えないと
思う。企業が軌道に乗って来た時、職員に申し分けないと感じる日々 があり、当時はよく働いたと思い、早く現役を
引きたいとの思いが強かった。それからは引いた後どのようにすれば健康で人生を楽しむことが出来るかを、自分
のテーマと考えていた。実の姉が写経を続けていて、当時約2000枚近く書いており、自分も書けるのではと思い、
書き始め、その時は内容がよく理解出来ないながら書き、書籍を買いもとめ実際に書いていると何となく落ち着い
て書くことが出来る。今現在、7年間で2286枚書いて、日付・枚数を記入しており、手を抜くことが出来なく、自分を
縛って毎日書く様に心がけております。全てお遍路でお寺におさめております。お寺参りにはいろいろルールがあり
ますが、他のお参りするお遍路さんに迷惑にならないように心がけることが大切で、最近は外国人が大変増えて
きている。一昨年のデータでは250名、1400㎞歩き、遍路で50～60日かけて四国を巡る。理由を聞けば【特に自分
を見つめ直すため】と話される方が多いと聞きます。空海「四国遍路」の書籍も沢山出ていますので、関心を向け
て下さい。

「地域の生活者に寄り添う小売りが最後の勝利者となる」 野　田　洋　市  会員
⒈1989年にベルリンの壁が崩れる。日本の城、万里の長城、中近東の城塞都市とは異なり、防御で
なく「 人が出ていく事を阻む 」為の最初で最後のバリアとなった。歴史上、稀有な事例である。

⒉流通に於いても似た構図があった。規制と規制緩和である。それまでは百貨店の出店は許
可制であったが、戦後に新たに誕生したスーパーの出店を規制する仕組みはなく、中小の小
売店保護の為にスーパーの出店も許可制にするよう通産省（今の経済産業省）に強く求められた。

⒊その結果、1974年には中小小売店の保護を踏まえて（第１種は3000㎥、第２種は500㎡）を超える出店を規制し
地域の商業者と有識者で組織する商業活道調整協議会の事前審査を経ることとなり攻守の立場の違いから
攻めぎ合いの様相になった。（参入する側と守り阻む側）

⒋折しも米国による規制緩和への外圧があり（トイザラスが発端）また80年代にはモータリゼイション（車社会）が
進み商圏は拡大し郊外化も進んだ結果、中小小売店や商店街は地盤沈下し特色を失っていった。

⒌その後も大店法の運用の適正化を巡り改正が続くが流通の近代化の中で中小小売は存在意義は薄れていく。
⒍2012年に大店法は正式に廃止となるが2004年にはすでに大型店の出店は事実上、自由化となる。全国的に
客を奪われた中小の小売は苦戦し商店街はシャッター通り化が進み中心市街地の空洞化が問題となる。

⒎大店法の歴史は残念乍ら消費者が不在であり結果的には出店の自由化でオーバーストアのために過当競争
を招く結果となっている。

⒏郊外の大型店が地域の雇用を担う一方、地域の中小の小売店や商店街も地域密着の木目の細かいサービス
で復活の道を模索し始めている。その間も海外からの黒船組のカルフール、テスコ、等々は必ずしも日本人の
木目の細かい消費ニーズは掴めず、人口増加が望めない中での撤退が続いている。（ウオルマートが買収した
西友がどうなるのか）

⒐ 小規模小売店、商店街を保護する目的で 生まれ結果としてその競争力を奪ったのは事実でありますがこのこ
とを踏まえて1998年以降は大型ショッピングセンターや大型店と地域社会の融合を目指して「まちつくり３法」が
施行された。都市計画法、 中心市街地活性化法、新大型立地法です。
10.まちつくり三法は運営の主体が都道府県や政令都市であり大型店出店に対し周辺の道路整備、駐車場駐
輪上の整備、騒音、渋滞等々の環境整備が中心となっている。大店法が経済規制であったことに対し社会規
制への転換が すすんできたと言える。
11.今、食品流通は人口が増えない少子高齢化の中でのメーカーサイドのオーバープロダクト（生産過剰）とオー
バーストア（店舗の過剰）と業態間の過当競争激化（DS，ドラッグストア，CVS等々）10月に直面する消費増税と
複雑な軽減税率とその為のシステム対応に揺らいでいる。
12.災害や人手不足、環境問題を受けて持続可能な仕組み作りを通じてそれでもなお地域に密着し消費者、生
活者に寄り添い、課題解決が出来る小売が生き残る。買い物弱者に社会インフラとして貢献できる。
人口問題の課題
日本の人口は少子化で既にピークアウトだが世界の人口は増加している。特に途上国の増加が著しい。既に 
74億人、そして、2050年には90憶人との予測がなされている。日本の食料自給率はカロリーベースでわずかに
38%に過ぎず、今や日本は世界最大の食料輸入国である。
食料に対する世界の需要は増え続き漁業（魚）や畜産用飼料の争奪戦が起こっている。（飼料の買い負けが
発生）因みに家畜の肉を1㎏増やす為の飼料の量は標準的に鶏は2㎏、豚は4㎏、牛は8㎏である。
ミールソリューション
食品売り場に於ける大きな変化
女性の社会進出や高齢化の進行で中食が伸びている。（惣菜の伸びが顕著）
技術の進化で低温（冷食、チルド）が伸びてきた。
家庭内での調理時間の短縮で加工食品がやや伸び悩んでいる。
　（１世代変わる毎にクッキング時間は半分になっていく。）
良いスーパーの条件
豊富な品揃え、鮮度管理、明るい店内（雰囲気）、季節感、高品質サービス、低価格（同価格）小
さなイベントが多い。トイレがきれい。サービスがある。 
　① 野菜が良いと毎日、お客が来る。
　② 魚が良いと広範囲でお客が来る。

出席の状況　
会員数　51名（内出席免除者　０名）　出席者数　39名（内出席免除者出席　０名）　欠席者数　12名
出席率　76.47％　　前々回訂正　88.24％　　　　
欠席者　藤木，福元，加戸，鴨井，児島，小菅，森本，森永，大賀，丹治，槌田，山田

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　大型連休も終わり、本日は令和時代最初の例会となります。令和の出典である万葉
集の人気も高まっているようですが、ロータリアンの中にも万葉集に造詣の深い人は
大勢おられることでしょう。例えば、九州にある大分城西ロータリークラブのホーム
ページには、万葉50首の紹介があります。
　これは、大分大学教育学部教授で特に万葉集研究で知られた故佐々木均太郎（ささき　きんたろ
う）氏が、会長報告で話されたものを紹介したとのこと。平成9年5月21日の例会では、「令和」ゆか
りの人物である大伴旅人が瀬戸内海の鞆の浦で詠んだ歌を紹介しています。
　吾妹子（わぎもこ）が見し鞆の浦の天木番樹（むろのき）は

　常世（とこよ）に有れど見し人ぞなき　
　「わが妻が私と一緒に見た鞆の浦のムロの木は今も変わらずにあるが見た妻はもはやいない」とい
う意味だそうです。
　「旅人が九州都の長官として太宰府に赴任していったのは神亀（じんき）4年（727年）の12月、妻
も同伴してこの鞆の浦で長寿の木といわれるムロの木を眺めて、お互いに長生きしましょうと言いか
わしました。それが、翌年の初夏のころ妻は太宰府の長官館で亡くなりました。3年後の今、再びこ
の鞆の浦のムロの木を見た旅人の哀感がしみじみと伝わってくるような歌ではありませんか。ムロの
木は、ひの木科の常緑高木、高さ10メートルにもなり、長寿をつかさどる神の木といわれていま
す。」という解説を記しておられます。どの解説もわかりやすく、造詣の深さがしのばれます。北西
ロータリークラブ歴史同好会の皆様も10月に太宰府を訪れる計画をされています。どうぞ万葉を楽し
んでください。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 5月のロータリーレートは１ドル=112円です。
② ガバナー月信Vol.11、ロータリーの友５月号を配付しております。
③ 4月22日例会後の「子どもシェルターモモとの合同清掃活動」には多数の皆様にご参
加いただきありがとうございました。

④ 本日例会終了後13：40より、3F「ルビーの間」において「第11回理事役員会」を開催いたしますので、理
事役員の皆様はご出席ください。

⑤ 他クラブ週報を回覧いたします。

－３－

本日のメニュー（５月20日）
帆立貝柱と野菜のショロンソースのグラチネ
牛肉のステーキ　エシャロットソース
パン　　　コーヒー　　　デザート

次回のメニュー（５月27日（ヘルシーメニュー））
　丼　　しらす丼（舎利）煎り胡麻
　　　　（別盛り）刻み大葉　もみ海苔　山葵　割り醤油
小　皿　葱入り出し巻
小　鉢　筑前煮（岡山県産森林鶏  牛蒡  蓮根  人参  蒟蒻  青身）
赤出汁　三種　　　　香物　三種

　　会報部会／楠　慎平・山田喜広・原　全伸

前回５月13日の例会記録前回５月13日の例会記録

スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 令和最初の例会ご出席ありがとうございます。感謝してスマイルいたします。

岡村秀男会員、野田洋一会員、本日のスピーチ楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。
西岡会員 : 昨日出雲まで財団、会員増強の研修に参加しました。山下次期会長・小松会員・樋口会員お疲れ様

でした。
山下会員 : 昨日は出雲で増強R財団勉強会に出席しました。西岡次期幹事、車を出して頂きありがとうございました。

土曜日、池上彰講演会参加しました。西南RC50周年事業でした。こんなやり方もあるんだなと感じました。
岡大医学部ボート部新歓コンパに出席しました。13人新入して総員53名、北西クラブ並です。名前覚
えられません。

橘高会員 : 4月22日の子どもシェルターモモさんとの共同清掃活動に御参加頂きました会員の方々、暑い中での
清掃となり大変でしたが、大変お世話になりました。

氏房会員 : 新天皇ご即位と新元号「令和」を祝してスマイルします。
小松原会員 : 「令和」を祝して、そして大饗会員のご快復と西岡会員と笠原会員のご退院を祝して。令和最初

の本日は少し賑やかな例会になりました。ありがとうございました。
日笠（伸）会員 : 皆様にとりまして「令和」の時代がスマイル多き時代となりますことを祈念して、スマイルさせてい

ただきます。
大饗会員 : 1月25日にお風呂で意識がなくなり明朝10時30分頃に発見され市民病院では生存はほとんど無理

（10％位の可能性）と判断され、人口呼吸器に繋がれ、奇跡的に何の後遺症も残らず、順調に回復し
て今日に至りました。突然のことでご連絡が遅くなり申し訳ありません。
先週きれいな花束をいただきましてありがとうございました。回復途上の私に勇気を与えてくれました。

平松会員 : 先日は結婚記念日の花束をありがとうございました。素敵な花束をいただく度に人生を振り返り思い
を心に秘めています。

川本会員 : 本日、妻の誕生日です。
堀川会員 : 4月23日に9人目の孫が産まれました。おかげで連休はどこにも行かず長年懸案の家の片づけができ

ました。
笠原会員 : しばらくお休みしましたのでスマイルします。
 12件 51,200円（累計 1,593,494円）

2018-2019年度国際ロータリー2690地区 第 8・第9 グループ合同  INTERCITY MEETING
日時： 2019年4月20日㈯　　　場所：ベルフォーレ津山　ザ・シロヤマテラス津山別邸
主　　幹：津山西RC・岡山東RC
特別公演；ポリオの状況はどこまで改善したのか？
講　　師：国際ロータリーエンドポリオナウ　コーディネター　松本　祐二
記念公演：台湾ロータリーの現状
講　　師：国際ロータリー第 3 4 8 1 地区パストガバナー　陳　中統
事例活動報告：輝くロータリーを目指そう
　備前RC　津山RC　後楽園RC　真庭RC　赤磐RC
懇 親 会：ザ・ シロヤマテタス津山別邸

子どもシェルターモモとの合同清掃活動 社会奉仕委員長　橘　高　正　剛
　4月22日㈪14：00より特定非営利活動法人子どもシェルターモモと高島屋周辺での合同清掃活動を
実施しました。

前回メニュー（５月13日） ： 掻揚げ蕎麦

歴史同好会第22回定例会 歴史同好会幹事　岡　本　和　夫
　４月１６日㈫平成最後となる第２２回定例会を「WASUKE」で開催した。１８名の会員が集まり、記念撮影後、岩
本会長の挨拶、岡村会員の乾杯の音頭で始まった。今回は森永会員から「琉球王国の歴史」と題してお話をして
いただいた。１４～１５世紀初期に鼎立し覇を競った北山（国頭）、中山（中頭）、南山（島尻）の三山の時代に、沖縄
島とその周辺の島 に々は二百数十に上るグスク（城郭）が築かれた。代表的な今帰仁城跡、座喜味城跡、中城城
跡、勝連城跡の景観・特徴をスライドと小冊子で説明された。１４２９年首里城に拠る第一尚氏の手で三山の統一
が達成されると、首里城と那覇港を基軸とする交易は、琉明朝貢貿易をはじめシャム、マラッカ、安南国などとも活発
になされていった。
　１８７９年の琉球処分（沖縄県設置）、１９４５年敗戦により米国による統治が開始され、１９５２年には琉球政府設
立、１９７２年沖縄返還、２０００年には先進国首脳会議開催と二千円紙幣発行、さらに「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」として世界遺産に登録された。本土に住む我 に々とって歴史の授業でも触れられることの少なかった琉
球・沖縄の歴史であった。広大な海域に存在するが故の
アプローチの困難さ、琉球語に対する理解の困難さや長
い米国統治による異国感情などに起因していると思われ
る。この機会にさらに沖縄の歴史を理解し、友好の輪が広
がることを願う。森永会員に改めて謝意を表し、またの機
会に講演をお願いしたいと思う。
　令和の時代に入る第23回定例会からは、岩本会長・堀
川幹事の新体制のもとに、さらなる歴史同好会の発展が
期待される。今後ともご協力とご参加をお願いします。　

野球同好会報告 野球同好会  監督　笠　原　英　司
　4月27日からいよいよ香川リ ーグが始まりました。初戦が開幕戦ということで、 岡本浩三名誉監
督が始球式を行いました。試合は丸亀RCと対戦し4回まで劣勢でしたが、5回に打線が繋がり大
逆転しそのまま逃げ切り見事、 初戦を見事勝利できました。
　この香川リーグでは高松市軟式野球連盟から毎試合、審判が2名付き、試合で活躍した人
（MVP）が審判の判断で選ばれ、ささやかなお土産が贈られるという粋な計らいをされており、初戦ではそれほど
活躍したわけではない槌田会員が選ばれ「さよなら平成」と書かれたTシャツが贈られました。また、試合終了後は
丸亀RCの皆さんと食事をしながら親睦を深めました。
　5月12日は観音寺RCと対戦しました。初回に猛攻で4点先制しましたが、その後は守備の乱れもあり逆転されて
からは打線も繋がらず5-7で惜敗しました。
　なお、香川リーグの日程や試合結果などの詳細は『高松市軟式野球連盟』のホームページに写真付きで掲載さ
れておりますので、「香川RC野球同好会」で検索してください。
　5月7日㈫に仲田会員と日笠伸之会員で岡山北RCの例会に応援要請のためにメークアップに行ってまいりました。
岡山北RCは野球同好会の立ち上げに前向きであったため、岡山県内のRCに野球同好会を増やし野球を通じて
全体を盛り上げていこうと呼びかけてまいりました。
　ついに全国大会の日程が決まりました。今後の日程は次の通りです。今後とも野球同好会へのご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。
日程表

例会情報 例会情報 例会情報 例会情報 


